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・雲南省の国土は “６多” といわれ、山多く、水多く、気候区多く、生物種が多く、少数民族文化
が多く、貧困者が多い。
・中国の雲南省は面積39,400km2、人口42,000,000人、少数民族は26民族である。
・雲南省の農村の燃料は、1990年以前は薪やわらが中心であったが、1990年以降では薪やわらの
割合は53％に下がり、石炭38.5％、石油６％、電力0.5％、バイオガス1.8％と多様なエネルギー
源に変わってきた。特にバイオガスは数値として表記できるほどになった。
・2003年にはバイオガスの普及戸数は100万戸を超えた。メタンガスの発生原料は農業廃棄物（各
種わら、雑草）と人と家畜の糞便である。
・発生させたメタンガスは主として燃料に使われるが、一部は灯りにも利用されている。
・ 雲南省の農村におけるバイオガスの発展過程は、80年代以前は薪とわらを燃料とした竈であっ
た。1990‒1998年は竈の改良など省エネの時代から新しいエネルギー源を必要としてきた。1998‒
2003年はバイオガスの重要性が社会に認識されるようになった。
・雲南省農村におけるメタンガス普及の現状をみると、人畜糞便や農業廃棄物などの伝統的資源を
重視している。しかし、バイオガス発生装置の改善や技術の停滞がみられる。メタンガスを発生
させた残留物は有機肥料となり、農産物の質的向上が期待される。しかし、これまでと同様化学
肥料と農薬に頼っていて、有機肥料による高品質の農業生産目標は道遠しである。
・そこで、雲南省農村部におけるバイオガスモデルを１～４に示す。モデル１：農民は、依然とし
て化学肥料を使い、「残渣 :有機肥料」を畑に返す意識に欠けているが、バイオガスの使用によっ
て薪の伐採を減らすことが出来る。モデル２：農産物を販売した時その利益で農薬や化学肥料が
購入される。このモデルでは糞便の管理が重要。モデル３：モデル１，２では不確かであった農
業廃棄物のバイオガス化と残渣の有機肥料化が確かなものとなり、販売収入で農薬・化学肥料の
みならず自作できない食品の購買などに当てられる。このための糞便廃棄物の集中管理が必要。
モデル４：モデル３を推し進めるとバイオガスプラントへの有機物の投入原料は人畜糞便・農業
廃棄物で、その利用量は増大し安定する。その結果、化学肥料・農薬の節約になり、ゆくゆくは
有機肥料の確立は農薬を不必要にする。結果として、バイオガス発生プラントの導入はトイレな
どの衛生環境が良くなり、森林生態の保護につながり、農業環境の保護となる。
・モデルの経済効果は、毎年４～６m3のメタンガスを発生させるが、薪などの燃料費250‒350元、
農薬・化学肥料で150‒200元、家畜の増数で150‒200元、作物増産で150元ほどになり、合計
700‒900元の節約である。
・以上、バイオガス農業経済は次の４つの利点をもたらす。①森林伐採の減少と生態環境の保護、
②農村の衛生改善、③家畜増産と有機肥料による農業は生産物の市場価値を高め、④清潔で無公
害食品を提供できる。
・しかしながら、農民の意識が未だ低く、普及には時間と資金が必要である。すなわち、農民は行
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政がやるのを待っていて、自ら作り出す方向に動かず、バイオガス化への参加が未だ足りない。
資金面については、政府へ援助（設置費用の７割補助）申請をするために300元ほど必要で、奥
地の農民にとってこの負担が大きい。
・農村にある中国の環境 NGOは再生可能エネルギーの普及と環境保護教育に携わってきた。その
経過は３時期にまとめられる。①1995‒1998年の萌芽期で都市の環境汚染問題が最初の NGO活
動であった。②1998‒2002年は苦難に満ちた時期で、外国の NGOが雲南省へ押し寄せてきたが、
雲南省にはその受け皿が確立していなかった。しかし、中国における法体制の未整備な中で、
2000年に YEN（Yunnan Eco Network）を発足させ、外国の NGOに対応した。③2002‒2005年雲
南省における環境 NGO大躍進の時期で、いくつもの環境 NGOが雲南省に発足した。YENも
2002年、南アフリカのヨハネスブルクで開催された「環境開発サミット」に参加した。YENの
活動に対し、世界銀行や世界自然保護基金（WWF）などから援助基金が入ってきた。
・雲南生態網組（YEN）の目的は明確で「バイオガスの雲南省農村部への普及」。目標は伝統的資
源を生かすこと。都市では糞便は水に流されるが農村では衛生上からも解決しなければならない。
トイレはバイオガスと有機肥料の生産工場に原料を提供する根源であり、世界中の糞便を利用し
たいと考えている。
・雲南農村の再生可能エネルギー普及の項目あるいは “人が懐かしむ未来” について。普及項目は

2006年３月から始まる。それらの項目は、①日本の環境 NGO（REPP）との共同プロジェクト、
②雲南師範大学雲南省農村能源工程重点実験室がパートナーとなる、③ 雲南省農村能源工作セ
ンター（政府部門）、④県、郷（鎮）においてエネルギー普及センターの模範を示す（政府部門）
で、雲南省にふさわしいバイオガスの普及に努めることである。
・以上のことから以下の成果を期待している。①農学校の開設、②本や教材の出版、③情報公開、
④バイオガス農業経済モデルと管理ネットワークの構築、⑤ホームページの立ち上げ、⑥国内外
の機関との交流。
・謝謝大家

Q： 南と北では自然と社会の条件が大きく違うので、理解しておく必要があるのでは？ 

A： バイオガスの適地不適地がある。不適地には太陽熱の利用や風力発電を考えている。シーサン
パンナのような適地では積極的に対応している。

Q： 糞便の管理と農薬の節約の関係は？
A： 雲南師範大学との共同研究で有機肥料と農薬との関係を調べているが、有機肥料で質の高い作
物を育てれば、農薬はほとんど必要なくなると考えている。

Q： バイオガス発生システムで北欧のような集中型でなくドイツのような個人型を選んだ理由は何
か？

A： 「遅れた農村をどうしたら改善できるのか」から始まっているが、農村では燃料に薪を使い、
森林の破壊が進み、下流の洪水を招くということを理解させる必要がある。この問題は政府だ
けではダメなのは明らかなので、住民意識を変えるには個々のバイオガス利用が必要であり、
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農村社会が自らレベルアップする必要を理解させることが重要であった。
Q： バイオガスのシェアーを何％においているか？
A： 現在1.8％であるが、未だ２つの農村をモデルとしているだけなので、まだ目標値を置いてい
ない。

Q： NGO/NPOの資金の問題で、中国沿岸部の成功者からの寄付金がこない理由は？
A： 沿岸部から過去一度も寄付されていない。これは① NGOの歴史が浅いこと、② PR不足（アッ
ピールが弱い）、③税の優遇措置など法的援助が無い。活動資金は寄付金、政府からの補助金
および海外とのプロジェクト資金が中心である。

 （宮沢哲男　記）
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